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Summary
In this study, differences in line of sight of table tennis players during rallies were characterized by
slow motion analysis using two ultra-high-speed video cameras. Furthermore, a modified procedure was
also performed by reducing field of vision with special goggles. Forehand strokes were used for rallying.
The main results were as follows:
1. Players with higher performance levels moved their line-of-sight away from the ball at an earlier time.
Also, when their racket struck the bal, their line of sight was directed to the opponent’s’ court.
2. Conversely, players with lower performance levels moved their line of sight away from the ball at a
later time and their line of sight was not directed to the opponent’s court when the racket struck the 
ball.
3. With reduced filed of vision by goggles, players with higher performance levels were able to continue
rallies, but those with lower performance levels were unable to do so.
4. Players with higher performance levels were able to produce accurate strokes, solely depending on













































愛知工業大学研究報告第 42 号Ｂ 平成 19 年，Vol.42-B，March,2007
1）被験者
Ａ大学に所属する卓球選手 5 名．
・大学トップ選手 2名（男子 1名，女子 1 名）
（ともに大学選手権個人ベスト８）




Digital High Speed MEMRECAMci(NAC)を 2 台使用























































ー速度は 480cm/秒であり，相手からの打球は 0.5 秒
で飛来していた．トップ選手は非レギュラー選手よ
り 0.05 秒早くボールから視線を離していた．わずか
な差であるが 0.5 秒における 0.05 秒であり，相手の
プレーをより早く認知するのが有利な卓球ではこの
差は無視できない差と思われる．























































































とも，なしと 40 度（1％水準），100 度と 40 度（1％






51 回に低下していた．さらに 40 度に制限されると








の回答は 100 度ではインパクト直前までが 8 名，バ
ウント後ライジンまでが 7名であった．70 度ではバ
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した場合のストローク動作の変化について熟練者
（１名），中級者（1 名），初級者(３名)で比較して
いる．その結果，熟練者ではボールの追跡を指示さ
れた条件，ボールを追跡しない条件，視野を制限し
た条件のいずれでもストローク動作は変わらなかっ
たとしており，熟練者はボールに対してどのような
ストロークを行って適応するかの情報処理能力（飛
来方向に対する予測）の高いことを推測している．
本研究結果は卓球経験の豊富な熟練者の中でもレ
ベルによってストロークの正確性が異なることを明
らかにした．視線との関係からはレベルの高い選手
は正確なストロークができるので視線を早く離すこ
とができ，レベルの低い選手は正確なストロークの
ために更に引き付けて打たなければならないと考え
ることもできる．
今回は一定方向への規則的なラリー時の視線であ
った．この結果から方向の決まった規則的なラリー
では「ボールをインパクトまで見る」という指導は
ごく初心者へは有効であるが，レベルの高い選手の
視線と矛盾する．レベルの高い選手にインパクトま
でボールを見るという指導は有効ではない．レベル
をアップさせるためには，ラリー練習の際インパク
トまでボールを追わずに早く視線を離して相手を見
るという指導が必要であろう．
しかし，これは方向の決まった規則的なラリーの
場合である．卓球の試合ではさまざまな球種で予期
せぬあらゆるコースにボールは飛来するので，これ
を打つには，球種やバウンド後の変化などを見極め
るためにラリー時よりさらにボールを引き付けて打
つ必要がある．しかしこの場合でも競技レベルの高
い選手はボールの見切りが早く視線を早く相手に移
すことができるものと思われる．実際の試合中の視
線解析きわめて困難であるが，この点の解明のため
にさらに研究を継続する必要がある．
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